
９
月
３
～
４
日
、
京
都
市

で
開
催
さ
れ
た
「
第
36
回
自

治
体
に
は
た
ら
く
女
性
の
全

国
交
流
集
会
（
略
称
『
じ
ち

は
た
』
）
」
に
全
国
か
ら
の

べ
６
６
０
人
、
愛
媛
か
ら
７

単
組
12
人
が
参
加
。
京
都
は

『
自
治
は
た
』
発
祥
の
地
、

１
日
目
全
体
会
の
初
め
に

「
１
９
８
０
年
第
１
回
集
会
」

を
『
先
輩
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
』
で
紹
介
。
基
調
報
告

に
続
き
、
新
居
浜
市
職
労
の

堀
口
美
穂
さ
ん
が
７
年
前
か

ら
行
っ
て
い
る
「
産
休
・
育

休
者
懇
談
会
の
と
り
く
み
」

に
つ
い
て
「
職
場
復
帰
や
仕

事
へ
の
不
安
・
思
い
な
ど
を

交
流
し
あ
う
絶
好
の
機
会
と

し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。
『
育

休
取
得
者
の
い
る
各
課
へ
正

規
職
員
配
置
を
』
の
要
求
は

管
理
職
か
ら
も
支
持
さ
れ
、

２
年
間
は
正
規
が
配
置
さ
れ

た
。
実
効
あ
る
『
特
定
事
業

主
行
動
計
画
』
の
実
践
を
求

め
て
い
く
」
と
報
告
。
記
念

講
演
で
は
、
憲
法
学
者
・
木

村
草
太
さ
ん
（
首
都
大
学
東

京
教
授
）
が
「
平
和
主
義
と

日
本
国
憲
法
」
を
テ
ー
マ
に

「
理
念
や
感
情
論
だ
け
で
な

く
、
緻
密
な
憲
法
論
の
学
習

も
必
要
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
「
正
規
・
非
正
規

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
」

「
原
発
再
稼
働
、
そ
の
危
険

性
と
自
治
体
の
役
割
」
な
ど

の
分
科
会
や
見
学
分
科
会
に

分
か
れ
て
学
習
、
交
流
し
ま

し
た
。

10
月
１
～
２
日
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
で
の
「
第
13
回
地

方
自
治
研
究
全
国
集
会
」
に

２
日
間
の
べ
２
２
０
０
人

（
愛
媛
14
人
）
が
参
加
。

『
共
同
の
力
で
、
ま
も
ろ
う
、

い
の
ち
と
く
ら
し
、
つ
く
ろ

う
、
憲
法
が
生
き
る
地
域
・

日
本
』
の
共
通
テ
ー
マ
で
、

１
日
目
「
全
体
会
」
「
３
つ

の
ナ
イ
タ
ー
講
座
・
青
年
交

流
会
」
、
２
日
目
「
27
の
分

科
会
」
で
学
習
と
実
践
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

全
体
会
で
は
、
作
家
で
明

治
学
院
大
学
教
授
の
高
橋
源

一
郎
さ
ん
が
記
念
講
演
。
次

に
パ
ネ
ラ
ー
と
証
言
者
を
交

え
、
戦
争
法
、
民
主
主
義
、

安
全
安
心
、
住
民
の
く
ら
し

と
自
治
体
の
役
割
を
考
え
あ

う
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
あ
り
ま
し

た
。
青
年
交
流
会
で
は
「
地

域
防
災
と
は
？
」
の
テ
ー
マ

に
静
岡
県
下
田
市
の
防
災
担

当
の
青
年
職
員
が
『
問
題
提

起
』
。
福
島
県
い
わ
き
市
へ

の
行
政
派
遣
経
験
を
愛
知
県

豊
橋
市
の
青
年
が
『
体
験
報

告
』
。
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で

「
自
治
体
と
自
治
体
職
員
は

何
が
で
き
、
何
を
す
べ
き
か
」

真
剣
に
、
和
や
か
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

（１） 第４７７号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 １０月１５日

第 ４７７ 号

日 程

【10月】
11 県本部統一要求提出

（全県各単組連名～14）
15 津島吉田病院労組大会
16 医療介護評幹事会（内子）
17 愛媛労連秋の要求行動

（全県各地域～11/1）
19 県本部拡大執行委員会
20 いのちと地域を守る全国

集会（東京）
21 自治労連全国バレーボー

ル大会（広島～23）
27 今治市職定期大会
28 自治労連共済実務研修会

（倉敷～29）
29 女性部幹事会
【11月】
２ 保育大集会・政府国会要

請行動（東京～３）
５ 過労死予防シンポジウム

（松山・愛媛労働局主催）
６ 地方自治研究愛媛県集会

（西予）
９ 秋季年末要求実現・中央

行動（東京）
15 県予算要求交渉（県庁）
17 県本部拡大執行委員会

８月８日の「人事院勧告（国勧告）は、「官民較差0.17％・708円」の約３割を「本府省手当改善」

に充てました。昨年の「地域手当改善」に続き「本府省手当」に関係のない県内自治体では「官民較

差を給料表で解消することが必要」なため、10月６日の「県人事委員会勧告」は「官民較差0.12％・

432円」の解消へ「（国勧告を基礎に）較差の是正に必要な率（0.38％）を乗じて改定」しました。

（西予市宇和町卯之町4-11-2）

①まちづくり・地域活性化・委託民営化・地方財政
②社会保障・住民福祉・医療介護・公衆衛生
③子どもの成長地域の安全安心を守る現業職場
④そこに人がいるから届けたい「いのちの水」
⑤保 育 ⑥「青年講座」生活賃金シミュレーション

①西 条 21- 4 今 治
21-13

②新居浜 21- 6 四国中央
21-13

〔３位決定〕
今 治 21-17 四国中央

21- 9

〔決勝戦〕
西 条 21-15 新居浜

21-11

■９月28日、西条市役所での「県市長会長への要請」に10市

職代表と県本部14人が参加。県市長会の青野会長（西条市長）

に、県本部市職評の渡部会長が『要請書』を手渡し意見交換。
青野会長からは「市民福祉を向上させ、安心して地域で生活

していただけるよう、理事者も組合も一体となって行政のレ

ベルアップをはかりたい」「職員が心身ともに健康で『誇り』

をもって頑張っていただくことが基本」など見解表明があり、

10市職代表全員が「人材確保、人員不足の解消」「長時間労

働やメンタル不調の対策強化」「非正規職員の雇用安定と処

遇改善」など職場の実状と要望を発言しました。

■10月３日、県自治会館での「県町村会長への要請」に久万高原町職・内子町職・県本部の代表５人が参加。県本部町村評

の和田会長が『要請書』を渡部事務局長に手渡し意見交換。「町役場では『町による安定した雇用の創出』『行政サービス

の維持や将来への継承』のために計画的な正規職員採用がどうしても必要」など意見表明しました。

９
月
19
日
、
県
本
部
第
49
回

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
」
を
四
国
中
央
市
で
開

催
。
４
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く
り

ひ
ろ
げ
、
西
条
市
職
労
チ
ー
ム

が
優
勝
、
全
国
大
会
出
場
を
手

に
し
ま
し
た
。



内
子
町
職
は
８
月
29
日
～

９
月
12
日
に
か
け
て
「
職
場

オ
ル
グ
」
を
各
職
場
で
計
６

回
実
施
。
賃
金
対
策
部
が

『
16
人
勧
』
で
の
本
俸
・
一

時
金
が
３
年
連
続
で
改
善
さ

れ
た
こ
と
、
各
種
扶
養
手
当

の
今
後
の
動
向
、
長
時
間
労

働
や
仕
事
と
家
庭
の
両
立
な

ど
内
容
・
特
徴
を
伝
え
、
情

報
を
共
有
。
職
場
の
状
況
で

は
、
全
体
的
に
「
人
員
が
減

り
１
人
あ
た
り
の
仕
事
が
か

な
り
多
く
、
残
業
が
常
態
化

し
て
い
る
」
と
い
う
声
が
多

く
聞
こ
え
ま
し
た
。
今
回
は

『
人
勧
学
習
』
の
ほ
か
、
労

働
金
庫
が
『
個
人
型
確
定
拠

出
年
金
』
を
案
内
。
井
口
委

員
長
か
ら
『
自
治
労
連
共
済

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
更
新
に

つ
い
て
「
セ
ッ
ト
共
済
や
火

災
共
済
に
も
ぜ
ひ
加
入
を
」

と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
９
月
13
日

か
ら
「
職
場
懇
談
会
」
を
実

施
中
で
次
の
よ
う
な
「
職
場

の
声
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
技
術
職
員
は
若
手
が
少
な

い
」
「
今
年
度
、
人
数
は
変

わ
っ
て
い
な
い
が
発
注
が
２

倍
…
」
本
庁
技
術
課
。
「
ど

の
課
も
同
じ
と
思
う
が
人
員

不
足
。
少
な
く
と
も
現
状
よ

り
は
減
ら
さ
な
い
で
」
「
実

質
１
人
で
業
務
を
こ
な
し
て

い
る
の
で
、
後
継
者
育
成
で

き
な
い
」
本
庁
事
務
課
。

「
保
育
士
の
仕
事
量
が
増
え
、

保
育
士
不
足
の
な
か
退
職
が

多
く
な
っ
て
い
る
」
本
庁
福

祉
課
。
「
時
間
差
出
勤
に
な
っ

て
い
る
が
、
早
出
し
て
も
結

局
遅
く
ま
で
残
っ
て
い
る
こ

と
が
多
い
」
「
勤
務
中
に
時

間
が
な
く
持
ち
帰
り
残
業
が

あ
る
」
「
プ
ー
ル
等
、
着
替

え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
更
衣

室
が
欲
し
い
」
保
育
所
。
引

き
続
き
10
月
中
旬
ま
で
組
合

員
全
員
対
象
に
26
カ
所
で
開

催
し
ま
す
。

今
治
市
職
女
性
部
は
９
月

27
日
「
保
健
師
し
ゃ
べ
り
場
」

を
開
催
し
７
人
が
参
加
。
職

場
交
流
で
は
「
育
児
休
暇
取

得
期
間
２
年
以
上
の
保
健
師

も
お
り
正
規
代
替
が
必
要
」

「
嘱
託
職
員
が
産
前
産
後
休

暇
を
取
得
し
て
い
る
が
、
育

児
休
暇
は
取
得
で
き
な
い
の

か
？
」
「
介
護
休
暇
を
３
分

割
で
取
得
で
き
る
制
度
は
早

急
に
条
例
改
正
を
」
な
ど
の

意
見
が
。
『
自
治
は
た
』
参

加
者
は
「
公
務
員
が
訴
え
ら

れ
る
事
件
が
増
加
。
安
易
な

約
束
は
し
な
い
。
一
人
で
判

断
し
な
い
。
研
修
等
で
適
切

な
対
応
を
身
に
つ
け
る
」
大

切
さ
を
報
告
。
『
認
知
症
研

修
』
報
告
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
健
康
教
育
で

『
長
寿
遺
伝
子
』
に
つ
い
て

学
習
。
３
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
、
み
ん
な
が
集
ま
る

「
し
ゃ
べ
り
場
は
本
当
に
元

気
に
な
れ
る
場
」
と
実
感
し

ま
し
た
。

県
自
治
体
一
般
コ
コ
ロ
分

会
（
内
子
社
協
）
は
９
月
１

日
、
役
員
・
組
合
員
14
人
が

参
加
し
団
体
交
渉
。
「
保
育

士
確
保
」
に
つ
い
て
理
事
者

側
か
ら
「
職
員
不
足
は
認
識

し
て
い
る
が
、
募
集
し
て
も

来
な
い
。
現
在
も
保
育
士
５

人
募
集
中
だ
が
、
本
音
は
５

人
以
上
採
用
し
た
い
」
と
回

答
。
組
合
は
「
保
育
士
確
保

に
は
『
魅
力
的
な
職
場
づ
く

り
』
が
必
要
」
と
「
持
ち
帰

り
残
業
と
書
類
の
簡
素
化
」

を
要
求
、
理
事
者
側
は
「
時

間
外
は
園
長
の
指
示
あ
る
も

の
は
手
当
を
支
給
。
持
ち
帰

り
を
な
く
す
に
は
、
業
務
を

園
内
で
行
う
こ
と
が
必
要
。

職
員
の
家
庭
事
情
も
あ
り
検

討
す
る
」
と
回
答
。
そ
の
ほ

か
「
55
歳
昇
給
抑
制
」
や

「
育
児
休
暇
の
期
間
拡
大
」

な
ど
交
渉
し
ま
し
た
。

新
居
浜
水
道
労
組
は
９
月

28
日
「
定
期
大
会
」
を
開
催

し
14
人
が
参
加
。
年
間
活
動

と
組
合
加
入
な
ど
の
経
過
報

告
・
決
算
、
「
組
合
活
動
を

次
の
世
代
に
伝
え
よ
う
」
と

よ
び
か
け
る
方
針
・
予
算
を

全
員
一
致
で
承
認
。
大
野
委

員
長
が
「
人
口
減
少
や
格
差

拡
大
に
社
会
の
流
れ
の
な
か

で
『
組
合
の
大
切
さ
』
が
増

し
て
い
る
。
組
合
が
役
割
を

果
た
す
会
社
や
行
政
組
織
が

生
き
残
る
と
思
う
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
で
仕
事
を
す
る
の
が

水
道
職
場
。
み
ん
な
で
要
求
・

交
渉
で
き
る
組
合
を
め
ざ
し

た
い
。
『
組
合
活
動
が
地
域

を
良
く
す
る
』
と
実
感
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
」
と
決
意

表
明
。
大
会
後
『
自
治
労
連

加
入
10
周
年
記
念
』
懇
親
会

を
開
催
し
、
10
年
を
振
り
返

る
ス
ピ
ー
チ
や
全
員
参
加
ジ
ャ

ン
ケ
ン
大
会
（
勝
ち
続
け
と

負
け
続
け
を
決
め
る
）
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
９
月
12
日

「
執
行
委
員
会
」
を
開
催
し

12
人
が
参
加
。
現
業
分
会
の

『
自
治
労
連
共
済

支
え
愛

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
の
加
入
継

続
に
つ
い
て
、
曽
根
書
記
が

「
今
日
ま
で
に
35
％
が
継
続
。

ひ
と
り
職
場
の
組
合
員
さ
ん

に
も
今
月
中
旬
ま
で
に
声
を

か
け
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
で
『
共
済
加
入
』
を
考

え
て
く
れ
た
組
合
員
さ
ん
が

増
え
た
こ
と
が
一
番
の
成
果

で
す
」
と
笑
顔
で
報
告
。
そ

の
後
、
10
月
上
旬
の
役
員
選

挙
、
10
／
13
単
組
要
求
書
提

出
、
10
月
中
団
体
交
渉
実
施
、

11
月
秋
の
中
央
行
動
に
２
人

参
加
、
11
／
28
定
期
大
会
開

催
な
ど
『
秋
の
要
求
活
動
・

組
織
強
化
拡
大
』
の
と
り
く

み
を
相
談
。
ま
た
「
７
月
学

校
給
食
調
理
員
が
熱
中
症
で

救
急
搬
送
の
件
が
９
月
議
会

で
議
員
質
問
さ
れ
る
」
「
出

先
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
の
相
談

が
組
合
に
あ
っ
た
」
な
ど
職

場
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
秋
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
大
小
多

種
多
様
に
企
画
さ
れ
る
昨
今

で
す
が
、
一
過
性
の
人
集
め

に
終
わ
ら
ず
、
市
民
の
心
に

残
る
、
待
ち
遠
し
く
な
る
よ

う
な
も
の
が
望
ま
れ
ま
す
ね
。

（
今
治
・
白
石
）

■
今
年
の
運
動
会
は
３
回
も

延
期
に
な
り
心
配
し
ま
し
た

が
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
様

子
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
西
条
・
藤
原
）

■
２
週
続
け
て
孫
た
ち
の
運

動
会
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

上
の
孫
は
中
学
校
最
初
の
、

下
の
孫
は
小
学
校
最
後
の
運

動
会
で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
胸

に
秘
め
た
思
い
を
込
め
て
が

ん
ば
っ
て
い
た
の
で
、
ど
ち

ら
も
感
動
を
も
ら
い
ま
し
た
。

（
西
条
・
宮
城
）

■
こ
れ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
時
期
。
家
族
み
ん
な
が

罹
ら
な
け
れ
ば
い
い
が
…
。

（
大
洲
病
院
・
吉
川
）

■
納
豆
に
１
セ
ン
チ
角
く
ら

い
に
切
っ
た
ト
マ
ト
を
混
ぜ

て
食
べ
た
と
こ
ろ
、
と
っ
て

も
美
味
し
い
の
で
は
ま
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

（
宇
和
島
病
院
・
西
村
）

■
お
昼
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
の

に
、
夜
は
肌
寒
く
な
っ
て
き

て
過
ご
し
に
く
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
と
き

ど
ち
ら
の
気
候
に
合
わ
せ
て

服
装
を
決
め
た
ら
い
い
の
か

毎
年
悩
み
ま
す
。
も
っ
と
寒

く
な
る
の
は
そ
れ
は
そ
れ
で

過
ご
し
づ
ら
い
け
ど
…
。

（
西
条
・
羽
藤
）

■
も
う
２
度
と
鼻
か
ら
胃
カ

メ
ラ
を
入
れ
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
。

（
四
国
中
央
・
山
岡
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４７７号 ２０１６年 １０月１５日

■
４
７
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
コ
ウ
キ
ョ
ウ
ジ
ギ
ョ

ウ
」
（
公
共
事
業
）
で
し
た
。

正
解
は
６
通
で
し
た
。
正
解

者
の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。
（
敬
称
略
）

西
川

祐
也
（
四
国
中
央
）

西
村

恵
美
（
宇
和
島
）

羽
藤

彩
乃
（
西

条
）

小
林

弘
樹
（
津
島
吉
田
）

白
石

聡
（
今

治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
11
月
27
日
【
発

表
】
４
７
９
号
（
12
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①○○○○○○⇔生産者

④脅迫や暴力で他人の物を無理矢理奪う犯罪

⑦地声で出せない高音部を技巧的に発声する

声。≒ファルセット

⑧会社などに来ること。11時に○○○○予定

⑨いまひとつ。○○○○調子が出ない

【タテのカギ】
①料理などであらかじめ材料に手を加え

準備すること

②重苦しく陰気、心が晴れ晴れしない。

○○○○○○長雨

③個人の支払う費用。○○⇔公費

⑤家の裏のほうにある山

⑥切りつけて相手の流した血。

○○○○をあびる

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で
、

「
密
接
で
切
り
離
せ
な
い
」
を
意
味
す
る

四
字
熟
語
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


